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予算で見るまちのお金の使いみち
特集

４月８日　新得高校最後の入学式！

今年度から新得高等支援学校の生徒との共学がスタート！
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　平成28年度予算編成は、今後の町づくりの基本となる第８期総
合計画の初年度を迎えメインテーマである「人が集い賑わいと笑
顔が広がり未来につながるまち」を目指して、「活性化」・「安心・
安全」・「協働」・「人づくり」の４つの重点事業を中心にした取り
組みと町長公約に掲げる「15の重点施策」の実現に向けた事業に
ついて予算化をしています。また、まち・ひと・しごと創生総合
戦略と連動し、人口対策（雇用対策）等に積極的な予算措置を行
っています。
　一般会計は、浜田町政としては当初予算の計上額が最も大き
い予算となりました。これは、地域密着型特別養護老人ホーム
29床整備事業やサホロリバーサイド運動広場拡張整備事業など
の大型事業を盛り込んだことが大きな要因となっています。な
お、この予算編成の結果、地方債残高（町の借金）は前年度から
３億８千万円ほど増える見込みで、積立金残高は２億５千万円ほ
ど減る見込みとなっています。

予算で見る

まちのお金の使いみち
　平成 28年度予算が３月の定例町議会で決まりました。
　この予算に基づき、さまざまなまちの仕事が行われます。
　今回はその内容についてお知らせします。

国民健康保険や介護保険など、
一般会計とは区別が必要な会計

　予算の概要

歳　　入 特
集

水道事業会計　

1億 3,389万円

（前年度比− 500万円）特別会計　

20億 4,355万円
（前年度比＋2,894万円）

一般会計　

74億 3,300万円
(前年度比+7億 9,260万円）

水道事業として料金収入を基に独立して運営して
いる会計

予算総額　

96億
1,043万円
（前年度比

＋8億1,654万円）

　歳　　出　

地方交付税
31億 300万円

町税
9億517万円

町債
13億 6,400万円

道支出金
5億1,032万円

国庫支出金
3億5,988万円

地方譲与税等
2億6,165万円

その他
9億2,899万円

民生費
21億 9,874万円

総務費
12億 3,639万円

公債費
9億3,601万円

教育費
7億3,326万円

土木費
6億7,026万円

その他
6億6,854万円

商工費
3億3,666万円

農林水産業費
6億5,313万円

地方交付税 

31億３００万円
 （＋１億２，７００万円）

町債

13億６，４００万円
 （＋５億４，６６５万円）

町税 

９億５１７万円
（−１３７万円）

民生費 

21億９,８７４万円
（＋１億８，２７６万円）

農林水産業費 

６億５，３１３万円
（＋２億８２９万円）

教育費

７億３，３２６万円
（＋１億１，５３５万円）

※人口や税収などに応じて国
から交付されるお金

※町民のみなさんから町に納
めていただく税金

※大きな事業を行う時の資金
不足を補うとともに世代間負
担の平等化を図るために借り
入れるお金

子育てや福祉などにかかるお
金。地域密着型特別養護老人
ホーム整備事業への補助金や屈
足保育園改築設計費用などによ
り増えました。

教育やスポーツ・文化振興など
にかかるお金。サホロリバーサ
イド運動広場拡張整備工事費用
などにより増えました。

農業や林業の振興、土地改良な
どにかかるお金。シントクアユ
ミルクへの資金貸付や農業基盤
整備事業の委託費用などにより
増えました。

福祉や教育など町が行う基本的な仕事
にかかる費用をまとめた会計

主な収入　（　）は前年度比

主な支出　（　）は前年度比

「特別会計の内訳」

・国民健康保険事業

　    9億 3,261万円

・後期高齢者医療

　        9,268万円

・介護保険

　    6億 9,679万円

・簡易水道事業

　        6,942万円

・公共下水道事業

      2億 5,204万円

一般会計予算の内訳

老人ホーム 29 床整備   ７億円
リバーサイド整備　8420 万円
狩勝高原園地整備   6000 万円  　などで借り入れ予定

（百万）

※平成２７年度、平成２８年度の値は見込み
※地方債残高（白文字）は、一般会計＋特別会計の金額

（年度）
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○町民花火大会開催補助　３５０万円

　花火打ち上げ等の費用に対する実行委員会への補
助金です。

特 集
平成２８年度の主な事業  （★は新規事業）

（○は継続事業）

活性化 〜まちの活性化をめざして

★家畜伝染病予防対策　９０万円

　カラスの駆除および追い払いの調査・実証のため
の費用です。

○有害鳥獣駆除事業　８２９万円

　キツネ・カラスなどの有害鳥獣駆除巡回業務委託
費と有害鳥獣被害対策協議会への補助金です。

○環境保全型農業直接支援対策事業　１２２０万円

　化学肥料・化学合成農薬の５割低減とセットで有
機農業、緑肥の作付け、堆肥の施用を行った場合に
助成します。

○多面的機能支払交付金　３０００万

　農村環境や農地の維持・保全のため、水路の土砂
上げや農道の草刈り、鹿侵入防止柵の補修などの地
域活動を行う活動組織に対して助成します。
　

○研修農場搾乳牛導入資金貸付　１億５０００万円

　農業生産法人 (株 )シントクアユミルクが搾乳牛
を導入する際の資金を貸付する費用です。

○草地更新事業補助　１５０万円

　粗飼料自給率の安定確保と定期更新による牧草の
生産力や栄養価向上を目的に、５年以上経過した草
地に播種を実施した費用に対して助成します。

○産業課（農林）

「雇用、経済・産業活性化」

○総務課 ○社会教育課
○全道中学校駅伝大会支援　２５万円

　今年で新得町での開催が５回目となる全道中学校
駅伝大会の会場づくり及び運営の支援を行います。

○サホロＧＳスキー競技大会　９０万円

　サホロスキー場で行われる２０１７年サホロジャ
イアントスラローム大会の会場設営等の支援を行い
ます。

○産業課（商工）
★観光経済調査分析　３７９万円

　観光客の動態調査や経済効果分析にかかる費用で
す。

★狩勝高原園地再整備事業　６１１６万円

　園地内のトイレ建設と駐車場整備にかかる費用で
す。

★狩勝峠展望台改修　９９２万円

　危険箇所の撤去や展望室の新設にかかる費用で
す。

★佐幌岳山小屋改修　３４８４万円

　サホロスキー場中腹にある山小屋の老朽化による
改修にかかる費用です。

★新得山スキー場案内看板更新　２６７万円

　電灯のＬＥＤ化、外国語表記の追加等の看板改修
にかかる費用です。

★町観光協会補助金（日本そば博覧会in十勝新得町）

　１４００万円

　９月に開催する日本そば博覧会の運営や準備等へ
の補助金です。　

★まちづくり推進事業　２２９万円

　駅前再整備や空き店舗・空き家・空き地の活用、
土産販売店設置等の住民の意識調査など、まちづく
りや観光、地域住民の暮らしに関わる研究調査を行
う商工会への補助金です。

○プレミアム付商品券発行事業　１１００万円

　地域経済の活性化と地域活力増進、消費者の生活
応援により、地元消費を呼び起こし、町内での消費
拡大を図るための商工会への補助金です。

★インターンシップ受入事業　１１４万円

　新得町を知ってもらい、移住・就職につなげるた
めの大学生を対象とした、町内各企業での業務体験
にかかる費用です。

○持家等住宅建築促進　　５７６万円

　町内への定住促進と空き地の解消を目指し、町
内に住宅等を建築した場合に、お祝い金（町内商
品券）と固定資産税相当分を３年間助成します。

○移住体験事業（お試し暮らし事業）　９７万円

　移住希望者に町内での生活を体験してもらうた
めの住宅にかかる費用です。

○地域おこし協力隊事業　８３４７万円

　都市部の人材を招へいし、地域おこし協力隊員
として地域協力活動を行うとともに、隊員の定住
や定着を図り、地域の活性化へと繋げる取り組み
で、隊員21人の活動にかかる費用です。

○地域戦略室

「定住・人口対策」
○施設課

★公営住宅等長寿命化計画策定委託　２９９万円

　公営住宅等の需要に対応するため、平成22年に
策定した老朽化公営住宅の修繕・更新の計画見直し
にかかる費用です。

★公営住宅新築（新進・北進団地）２棟４戸

　７９０８万円

　新進団地・北進団地の公営住宅建て替えにかかる
費用です。
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特 集

安心・安全
　　　 〜安心・安全のまちをめざして

★地域サロン運営事業　２９６万円

　年代・区分に関係なく地域の居場所づくりと交流
の促進を図るため、地域サロンを運営する「あいの
郷ふれあい」、「街中サロンふらっと」に対する補助
金です。

★地域密着型特別養護老人ホーム２９床等整備事業

補助・運営資金貸付　９億４１１万円

　入居待機者の解消を図るための特別養護老人ホー
ム整備に対する補助金です。

★日常生活基盤整備事業 生活支援コ-ディネ-タ-

　５４５万円

　高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備を行う生
活支援コーディネーター配置にかかる費用です。

★暮らしづらさ解消委員会報償　３万円

　障がい者条例制定を踏まえ、障がい者の地域の暮
らしづらさや差別の解消を進めるため、協議及び調
整を行う委員会開催にかかる費用です。

○手話に関する基本条例推進会議補助金　３６万円

　手話に関する基本条例に基づき、広く当事者や関
係者の意見を反映するための推進会議に対する補助
金です。

○妊婦健康診査助成　４６０万円

　妊婦の一般健康診査と超音波診査の費用を助成し
ます。また、今年度から病院の窓口で支払った保険
適用外の健康診査費用も全額助成します。

○特定不妊・不育症治療費助成　１００万円

　体外受精等特定不妊・不育症治療を行った場合の
費用を助成します。

○臨時福祉給付金支給事業　５１０万円

　消費税引き上げによる影響緩和を行うため、低所
得者にの方々に給付金を支給します。

★防犯カメラ設置　２５６万円

　地域の安心・安全な暮らしのための防犯ネットワ
ークカメラ１台の設置にかかる費用です。

★埋立処分場出入口封鎖工事　２３３万円

　埋立終了時に備え、埋立処分場出入口を封鎖する
工事にかかる費用です。

○廃屋解体撤去事業　４００万円

　古くなった空き家を解体する際の費用の一部を助
成します。

○町民課

○医療費扶助　５０７９万円

　乳幼児等医療費（０歳〜中学生）・重度心身障害
者医療費・ひとり親家庭等医療費を助成します。

○児童保育課

★屈足保育園改築実施設計　１１４７万円

　屈足保育園建て替えのための設計にかかる費用で
す。

★新得保育所手洗い場新設　５９万円

　新得保育所手洗い場の増設にかかる費用です。

★療育担当増員・療育先進地視察研修　２０２万円

　療育支援の１学年引き上げによる職員の増員と発
達支援システムの構築を目指すための先進地視察に
かかる費用です。　

○子育て支援補助　６５万円

　保育所等への通所費、発達支援センターへの通室
費に対して助成します。

○へき地保育所運営　６９７万円

　トムラウシへき地保育所の運営にかかる費用で
す。

○保健福祉課

「少子・高齢化対策」

「環境等対策、医療対策、防災」
○産業課（農林）

○林業専用道開設事業　４７３８万円

　林業再生に向けた林業コストの削減と森林管理作
業の省力化を進めるため、計画的な林道網の整備な
ど林業基盤の整備を行うための費用です。

○森林環境保全整備事業　９５４４万円

　森林の健全な育成のため、造林や間伐など、計画
的な森林施業にかかる費用です。

○総務課

★庁舎南側駐車場・東側入り口改修　７６８万円

　アスファルトの凹凸等が目立ち、車の走行等に支
障がでるため、改修を行います。

○町民課

○保健福祉課

○特定健診、各種検診、予防接種等の実施　　　　

　１６３１万円

　町内の診療所や保健福祉センター等で実施される
健康診断、予防接種等の費用の一部を助成します。

○施設課

★街路灯ＬＥＤ化　１３６２万円

　街路灯３７基をＬＥＤライトに交換します。

★屈足公園植栽　１６９万円

　昨年伐採したストローブ松の跡地に植樹します。

○地域戦略室

○コミュニティバス運行業務　５７５万円

　コミュニティバス「そばくる」の運行にかかる
赤字分の補てんに充てられる費用です。

○消防

○社会教育課

★水槽付消防ポンプ車購入　４２２８万円

　消火活動の安定化を図るため、新しくポンプ車を
導入します。

○自主防災組織設立補助金　１０万円

　地域住民による防災活動を支援するため、町内
会が自主防災組織を結成した場合に助成します。

★屈足公園緑化改修　２８６万円

　昨年伐採した防風林の跡地の緑化にかかる費用で
す。
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道路、建物の整備箇所
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協働 〜協働のまちをめざして

○地域戦略室 ○町民課

★新得町１２０年史編さん作業　２８６万円

　平成３１年に発刊を予定している１２０年史の編
さんに着手するため、編さん員の雇用などにかかる
費用です。

特 集

○夢基金事業補助　２００万円

　町民の皆さんが自ら行うまちづくり事業に対して
助成します。

人づくり
         〜次代のひとづくりをめざして

「人材育成、全町教育、教育環境整備」

★サホロリバーサイド運動広場拡張整備工事

　１億４００万円

　合宿誘致の拡大と町内スポーツの振興を図るた
め、全天候型舗装の陸上トラックと人工芝のサッカ
ー場の整備にかかる費用です。

○生涯学習の推進　４６５万円

　町民大学の運営や生涯学習だよりの印刷にかかる
費用です。

○姉妹町少年少女使節団　１６５万円

　新得町の姉妹町である五ヶ瀬町との少年少女使節
団交流事業（派遣と受け入れ）にかかる費用です。

○社会教育課 ○学校教育課

★学校環境整備　１６０６万円

　新得小機械室等給水・給湯設備改修、屈足南小児
童用トイレ改修、富村牛小コンビネーション遊具設
置、屈足中生徒用トイレ改修にかかる費用です。

★土曜授業推進補助　３０８万円

　新得小、屈足小での土曜授業実施にかかる費用で
す。

★新得高等支援学校対策　６５９万円

　高等支援学校協力会への補助、通学バス運行にか
かる費用に対する補助金です。

○新得高校振興対策　１９３６万円

　新得高校への特別支援教育支援員や英語指導者の
配置、通学費補助、大学入学金・授業料補助、普通
免許取得に補助します。

○特別支援教育支援員配置　１２６０万円

　障害のある児童の学校生活、学習支援を行うため、
新得小、屈足南小、新得中への特別支援教育支援員
配置にかかる費用です。
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神社橋水道管橋梁添架

新得神社

２条通歩道改修
120㍍

新得終末処理場機械設備更新

役場南側駐車場改修
400㎡

橋りょう長寿命化補修

配水管更新

公営住宅建設
（新進団地１棟２戸）

橋りょう長寿命化補修

サホロリバーサイド拡張整備

新
得
警
察
署

新
得
警
察
署

Ｊ
Ｒ
新
得
駅

Ｊ
Ｒ
新
得
駅

新得小学校新得小学校

新得中学校新得中学校

新得高校新得高校

新得町役場新得町役場

【新得市街地区】

屈足南小学校

屈足郵便局屈足郵便局

柏町公園柏町公園

屈足神社屈足神社

屈
足
中
学
校

屈
足
中
学
校

屈足寺屈足寺

フ
ク
ハ
ラ
屈
足
店

フ
ク
ハ
ラ
屈
足
店

22号

道
道
忠
別
清
水
線

道
道
忠
別
清
水
線

陶芸センター陶芸センター21号

20号

公営住宅建設
（北進団地１棟２戸）

屈足公園緑化改修

生活道路整備
88㍍

屈足公園屈足公園

屋内
ゲートボール�場
屋内
ゲートボール場

屈足南小学校
役場
屈足支所
役場
屈足支所

屈
足
わ
か
ふ
じ
園

屈
足
わ
か
ふ
じ
園

植栽

屈足東１条歩道改修
130㍍

【屈足市街地区】

特 集

私たちの体は６０兆個の細胞でできています。健康な細胞は古くなると新しい細胞と生ま

れ変わります。しかし、なんらかの遺伝子に傷がつき、細胞分裂を繰り返しながら際限な

く大きくなっていく細胞が『がん』です。

やがて、がんは正常な組織を破壊してしまうのです。

がんが大きくなってきて突然大きく繁殖しだすとき、嗜好が変わることが

あります。アイスクリーム・糖分の多いジュース・お菓子など、急に嗜好が

変わって食べたくなるのはがんがあなたに食べさせているのかも・・・。

がん細胞は１個の細胞が倍々に増えていきます。

１個の細胞が１センチになるには１０年かかります。

しかし、１センチのがんが１０センチになるには、わずか

１０か月しかかかりません。わずか１０か月で、こんなに

大きくなるのですから、早期発見が大切になるのです。

がんは大きくなればなるほど、より急激に増殖

していきます。小さいがんであれば手術で取り

除くことで完治が期待できます。しかし、がん

が大きくなると、周囲の正常な組織を侵して血

液・リンパ液に入り込み、目に見えない小さな

がん細胞が新たな腫瘍をつくります。そのた

め、がんが大きくなるほど転移が起きている

可能性が高くなります。 

１個の

がん細胞

どうしてがんになるの？

１センチ １０センチ

１０年 １０ヶ月

がんは全身どこでも転移する可能性があります。なかで

も、がん細胞がリンパ液に入り込むと、リンパ液が集まる

リンパ節に転移がみられます。（リンパ行性転移）また、

がん細胞が血液に入り込むと、血液と共に運ばれて、肺

や肝臓など他の臓器に転移がみられます。（血行性転

移）そのため、リンパ節や他の臓器にがんがあるというこ

とは、がんが進行している可能性が高いということです。

リンパ節に入り
込んでいるか

ない ある

ほかの臓器に
広がっているか

ない ある

早期がん 進行がん

大きさ 小さい 大きい 免疫力の低下だけががん発症の原因では

ありません。ただし、免疫力の低下を招くよ

うな生活習慣は、発がんのリスクを高める

ことにつながります。ストレス・喫煙・栄養の

偏りなど、好ましくない生活習慣の見直しが

必要です。
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地域おこし協力隊事業、小・中学生７人が「青少年文芸賞」受賞　ほか 人事異動

12

　
町
で
は
、
４
月
１
日
付
で
職
員
の
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。
今
回
の
異
動
で
は

１
人
が
退
職
し
、
２
人
が
派
遣
期
間
満
了
。
７
人
を
新
規
採
用
し
、
１
人
が
北
海
道
か

ら
派
遣
。
正
規
職
員
の
数
は

114
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
、

異
動
後
の
職
員
配
置
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
冊
で
お
知
ら
せ
し
ん
と
く
５
月
号
に
折
り

込
ま
れ
ま
す
。

　
な
お
、
組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
り
、
町
民
課
か
ら
税
務
部
門
が
独
立
し
、
出
納
部

門
と
統
合
し
た
「
税
務
出
納
課
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
町
長
部
局

▼
旭
亮
介
（
町
民
課
課
税
係
）

■
派
遣
期
間
満
了

▼
東
田
麻
未
（
産
業
課
観
光
係
）
▼
黒

木
大
夢
（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
）

▼
主
幹
（
庶
務
担
当
）・
小
関
和
也
（
次

長
（
庶
務
担
当
））
▼
主
幹
（
予
防
・

警
防
・
救
急
担
当
）・
森
本
哲
矢
（
次

長
（
予
防
・
警
防
・
救
急
担
当
））
▼

庶
務
第
１
係
長
・
佐
藤
司
（
庶
務
係
長
）

▼
庶
務
第
２
係
長
・
木
綿
仁
司
（
総
務

課
防
災
係
長
）
▼
警
防
係
長
・
東
大
士

（
警
防
第
１
係
長
兼
警
防
第
２
係
長
）

▼
警
防
係
主
任
・
福
田
貴
教
（
救
急
係

主
任
）
▼
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合

派
遣
・
加
納
幹
也
（
警
防
第
１
係
兼
警

防
第
２
係
）
▼
警
防
係
・
片
山
陵
（
警

防
第
１
係
兼
警
防
第
２
係
）▼
救
急
係
・

斉
藤
祐
介
（
庶
務
係
）
▼
屈
足
分
遣
所

消
防
係
・
本
保
翔
太
（
警
防
第
１
係
兼

警
防
第
２
係
）
▼
庶
務
第
１
係
兼
庶
務

第
２
係
・
林
原
拓
斗
（
庶
務
係
）
▼
警

防
係
・
竹
谷
準
基
（
庶
務
係
）

▼
総
務
係
長
・
岡
村
力
蔵
（
施
設
課
業

務
係
長
）

■
社
会
教
育
課

▼
社
会
体
育
係
・
大
澤
恵
介
（
町
民
課

国
保
年
金
係
）
▼
社
会
教
育
係
・
石
田

彩
佳
（
新
採
用
）

■
学
校
教
育
課

▼
総
務
係
・
千
田
由
美
（
保
健
福
祉
課

介
護
保
険
係
）

■
総
務
課

▼
庶
務
防
災
係
長
・
小
林
健
利
（
庶
務

係
長
）
▼
庶
務
防
災
係
・
石
上
陽
基
（
庶

務
係
兼
防
災
係
）
▼
財
政
係
・
古
関
智

（
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係
）

■
産
業
課

▼
観
光
振
興
係
長
兼
そ
ば
博
推
進
係

長
・
加
賀
谷
敬
（
観
光
係
長
兼
そ
ば
博

推
進
係
長
）
▼
観
光
計
画
係
長
兼
そ
ば

博
推
進
係
主
査
・
金
澤
直
樹
（
北
海
道

か
ら
派
遣
）
▼
観
光
振
興
係
兼
そ
ば
博

推
進
係
・
花
房
充
己
（
総
務
課
付
北
海

道
派
遣
研
修
）
▼
観
光
計
画
係
兼
そ
ば

博
推
進
係
）・
村
瀬
祐
樹
（
観
光
係
兼

そ
ば
博
推
進
係
）
▼
耕
地
係
・
高
橋
克

也
（
新
採
用
）
▼
農
政
係
・
稲
村
隆
之

（
新
採
用
）

■
町
民
課

▼
国
保
年
金
係
・
工
藤
克
紀
（
納
税
係
）

■
税
務
出
納
課

▼
会
計
管
理
者
兼
税
務
出
納
課
長
・
木

村
秀
光
（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）

▼
課
長
補
佐
・
若
原
俊
隆
（
町
民
課
長

補
佐
（
税
務
））
▼
出
納
係
長
・
清
野

静
雄
（
出
納
室
出
納
係
長
）
▼
課
税
係

長
・
堀
川
昌
（
町
民
課
納
税
係
長
）
▼

納
税
係
長
・
山
田
耕
一
（
町
民
課
納
税

係
長
）
▼
課
税
係
・
野
崎
敬
太
（
町
民

課
課
税
係
）
▼
出
納
係
・
西
倉
明
隆
（
学

校
教
育
課
総
務
係
）
▼
課
税
係
・
中
森

和
輝
（
新
採
用
）

■
施
設
課

▼
町
営
住
宅
係
長
・
野
々
村
寿
一
（
建

築
係
長
兼
町
営
住
宅
係
長
）

▼
業
務
係
長
・
竹
原
博
行
（
屈
足
支
所

総
務
係
長
）
▼
建
築
係
長
・
岩
城
史
生

（
建
築
係
）
▼
町
営
住
宅
係
・
成
田
亮

次
（
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
）

■
地
域
戦
略
室

▼
地
域
戦
略
係
・
角
谷
俊
明
（
総
務
課

付
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
派
遣
研
修
）

■
保
健
福
祉
課

▼
福
祉
係
・
大
橋
祐
貴
（
地
域
戦
略
室

地
域
戦
略
係
）
▼
健
康
推
進
係
・
佐
藤

秀
徳
（
福
祉
係
）
▼
健
康
推
進
係
・
木

下
紗
恵
子
（
新
採
用
）
▼
介
護
保
険
係
・

仲
上
美
奈
（
新
採
用
）

■
児
童
保
育
課

▼
屈
足
保
育
園
・
諸
橋
侑
依
（
新
得
保

育
所
）
▼
新
得
幼
稚
園
・
野
澤
亜
未
（
新

採
用
）

■
屈
足
支
所

▼
総
務
係
長
兼
陶
芸
セ
ン
タ
ー
係
長
・

中
村
吉
克
（
農
業
委
員
会
総
務
係
長
）

町
長
部
局

教
育
委
員
会
部
局

退
職
者

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合

新
得
消
防
署

農
業
委
員
会
部
局

　

新
得
町
文
化
連
盟
（
森
田
桂
次
会
長
）

が
選
出
す
る
文
化
芸
術
賞
「
青
少
年
文

芸
賞
」
の
平
成
27
年
度
の
受
賞
者
が
決

定
し
ま
し
た
。
青
少
年
文
芸
賞
は
、
文

化
、
芸
術
の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
児
童
、
生
徒
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

今
回
は
７
人
が
受
賞
。
受
賞
者
に
は
賞

状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
と
顕
彰
実
績
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

平
成
27
年
度
　
新
得
町
文
化
連
盟
文
化
芸
術
賞

小
・
中
学
生
７
人
が
「
青
少
年
文
芸
賞
」
受
賞

写真左から富村牛小の愛澤くんと武藤さん、
富村牛中の後藤さん

新得中の佐々木さん（左）と
駒井さん

氏　名 学校・学年 顕　彰　実　績

愛澤　豊季
富村牛小
１年

とかち・ひだか児童版画コンク
ール　金賞

武藤こごみ
富村牛小
２年

十勝子ども大会版画の部　特選
とかち・ひだか児童版画コンクール　金賞

菊池素代子
新得小
３年

とかち・ひだか児童版画コンク
ール　金賞

湯浅　南美
新得小
３年

とかち子ども絵画コンクール
低学年の部　金賞

駒井　杏樹
新得中
２年

十勝子ども大会　工芸・彫刻の
部　特選

佐々木妃那
新得中
３年

十勝子ども大会　英語暗唱の部
　最優秀賞

後藤　百葉
富村牛中
３年

十勝子ども大会　書写・書道の
部　特選

新得小の湯浅さん（左）と
菊池さん

　

都
市
部
の
人
材
を
招
へ
い
し
、
隊
員

と
し
て
活
動
を
行
う
と
と
も
に
そ
の
定

着
と
定
住
を
図
り
、
地
域
活
性
化
に
繋

げ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
５
人
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

分
野
と
活
動
場
所
は
次
の
と
お
り

　

「
特
用
林
産
物
振
興
支
援
員
」（
し
い

た
け
生
産
組
合
）
北
野
鈴
太
郎
さ
ん
、

正
脇
健
次
さ
ん

　

「
林
業
担
い
手
支
援
員
」（
森
林
組
合

と
町
内
企
業
を
１
年
交
代
）
堀
田
雅
彦

さ
ん
、
高
橋
太
郎
さ
ん

　

「
地
域
福
祉
推
進
員
」（
社
会
福
祉
協

議
会
）
谷
岡
里
菜
さ
ん

５
人
に
委
嘱
状
交
付

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

左から谷岡さん、高橋さん、堀田さん、正脇さん、

北野さん

屈
中
１
年
　
小
林
さ
ん

が
銅
賞
受
賞

全
道
中
学
生
の
税
を
テ
ー
マ
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

北
海
道
主
催
の
「
第
30
回
全
道
中
学

生
の
税
を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
、
屈
足
中
１
年
の
小
林

涼
奈
さ
ん
が
十
勝
総
合
振
興
局
長
賞
銅

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
道
税
の
啓
発
と
納
税
意
識
の
高

揚
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
「
道
税
で
豊
か
な
明
る

い
生
活
へ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、

太
陽
の
下
で
明
る
く
豊
か
に
生
活
す
る

人
た
ち
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

小
林
さ
ん
は
「
文
字
を
塗
る
作
業
が

大
変
だ
っ
た
が
、
受
賞
で
き
て
と
て
も

嬉
し
い
で
す
」
と
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

（敬称略、学年は平成 27 年度現在）
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整
理
収
納
片
付
け
の
コ

ツ
を
勉
強

上
佐
幌
地
区
で
町
民
大
学
「
マ

イ
プ
ラ
ン
講
座
」

　

上
佐
幌
地
区
の
女
性
ら
が
、
レ
デ
ィ

ー
ス
フ
ァ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
で
３
月
14
日
、

町
民
大
学
の
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
を
利
用

し
た
「
整
理
収
納
講
座
キ
ッ
チ
ン
編
」

を
受
講
し
ま
し
た
。
帯
広
市
出
身
の
整

理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
級
の
松
井
香

織
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
モ
ノ
を
減
ら

す
コ
ツ
や
収
納
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
実
用

的
な
話
に
受
講
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

町
民
大
学
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
は
、
町

民
５
人
以
上
が
集
ま
り
、「
こ
ん
な
講
座

が
聞
き
た
い
」
と
い
っ
た
要
望
を
教
育

委
員
会
に
相
談
す
れ
ば
、
講
師
の
手
配

な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
利

用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
に
関
し
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

（
64
ー
０
５
３
２
）
ま
で
。

大
学
の
知
恵
を
活
用
し

た
取
り
組
み

「
田
楽
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
札

幌
大
学
小
山
教
授
が
講
義

　

観
光
協
会
の
理
事
を
対
象
と
し
た
観

光
振
興
策
に
向
け
た
講
義
が
３
月
７
日
、

札
幌
大
学
地
域
共
創
学
群
地
域
創
生
専

攻
の
小
山
茂
教
授
を
招
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
国
の
地
域
活
性
化
・
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
を
受

け
、
新
得
町
と
厚
真
町
が
札
幌
大
学
と

の
共
同
事
業
と
し
て
、
大
学
の
知
的
資

源
の
活
用
や
学
生
に
よ
る
町
内
企
業
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
、

地
方
で
の
就
職
を
視
野
に
入
れ
て
も
ら

う
「
田
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
。

２
月
に
は
、
学
生
ら
が
新
得
物
産
や
サ

ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
後
、
札
幌
大
学
の
知
恵
や

人
材
を
活
か
し
て
、
諸
問
題
の
解
決
や

都
会
か
ら
の
若
者
な
ど
の
流
入
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

匠
の
技
で
切
れ
味
復
活

新
得
技
能
協
会
が
包
丁
研
ぎ
で

無
料
奉
仕

　

新
得
技
能
協
会
（
土
屋
淳
二
会
長
）

が
３
月
12
日
、
町
公
民
館
で
包
丁
研
ぎ

の
無
料
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
同
協
会
が
日
頃

鍛
錬
し
た
技
術
を
町
民
の
方
々
へ
還
元

し
よ
う
と
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
昨
年
よ
り
約
20
本
多
い

129
丁

の
包
丁
を
同
協
会
メ
ン
バ
ー
12
人
が
砥

石
や
研
磨
機
を
使
い
、
一
本
一
本
丹
念

に
磨
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。
磨
き
上
げ

ら
れ
た
包
丁
は
、
元
の
切
れ
味
と
輝
き

を
取
り
戻
し
、
持
ち
主
の
元
へ
と
返
さ

れ
ま
し
た
。　

　

町
立
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ァ
ー
ム
ス
ク
ー

ル
の
平
成
28
年
度
入
校
式
が
４
月
５
日
、

同
校
で
行
わ
れ
、
18
歳
〜
46
歳
ま
で
の

第
21
期
研
修
生
14
人
が
酪
農
、
畑
作
、

肉
牛
の
各
コ
ー
ス
で
農
業
生
活
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

入
校
式
に
は
、
受
入
農
家
や
農
業
関

係
機
関
、
修
了
生
な
ど
30
人
が
出
席
。

　

第
17
期
修
了
生
の
澤
居
恵
利
さ
ん
が

激
励
の
言
葉
を
述
べ
、
第
21
期
研
修
生

を
代
表
し
て
平
林
範
子
さ
ん
が
「
14
名

が
互
い
に
助
け
合
っ
て
、
楽
し
く
１
年

を
過
ご
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。 そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に

１
年
の
実
習
へ

町
立
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ァ
ー
ム
ス
ク
ー

ル
平
成
28
年
度
入
校
式

　

町
野
球
連
盟
（
岡
本
勝
雄
会
長
）
は

４
月
３
日
、
町
営
球
場
で
融
雪
剤
を
散

布
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
協
働
」
の
奉
仕
活
動
と
し

て
同
連
盟
に
加
盟
し
て
い
る
野
球
チ
ー

ム
で
毎
年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
お
り
、

今
回
は
12
人
が
参
加
。
フ
ェ
ン
ス
際
や

フ
ァ
ー
ル
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
残
っ
て
い
る

雪
に
ス
コ
ッ
プ
や
散
布
機
を
使
っ
て
融

雪
剤
約

400
キ
ロ
を
散
布
し
ま
し
た
。

　

町
営
球
場
は
４
月
29
日
オ
ー
プ
ン
予

定
で
す
。

オ
ー
プ
ン
目
指
し
て
協
働

作
業

町
野
球
連
盟
が
町
営
球
場
の
残
雪
に

融
雪
剤
散
布

　

新
得
建
設
協
会
（
植
村
高
愛
会
長
）

の
会
員
約
20
人
が
集
ま
り
３
月
８
日
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
除
雪
と
排
雪
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
夏
に
は
道
路
清
掃
や
草

刈
り
な
ど
の
地
域
貢
献
活
動
も
行
っ
て

お
り
、
除
排
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
今
年

で
７
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
北
生
団
地
の
町
営
住
宅
全
世

帯
を
対
象
に
実
施
。
降
り
積
も
っ
た
雪

を
重
機
で
取
り
除
き
、
物
置
の
上
や
家

の
前
な
ど
の
雪
は
丁
寧
に
ス
コ
ッ
プ
で

除
雪
し
て
い
き
ま
し
た
。

硬
く
重
い
雪
を
き
れ
い
に

除
雪

新
得
建
設
協
会
が
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

　

第
40
期
寿
教
室
の
修
了
式
が
３
月
10

日
、
町
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

修
了
証
書
を
授
与
さ
れ
た
の
は
、
今

年
度
の
講
座
を
10
回
以
上
受
講
し
た
71

人
で
、
そ
の
う
ち
修
了
証
書
を
通
算
４

回
受
け
た
４
人
に
大
学
バ
ッ
ジ
が
、
通

算
10
回
の
３
名
に
精
励
賞
が
、
通
算
15

回
の
２
人
、
20
回
の
１
人
に
特
別
精
励

賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
中
島
實
学
級
委
員
長
が
「
勉

強
す
る
こ
と
で
健
康
で
い
ら
れ
る
、
人

生
が
楽
に
な
る
」
と
教
室
の
意
義
を
述

べ
、
修
了
式
は
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
後
に
は
、
講
話
が
行
わ
れ
、
大
学

祭
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
学
ん
だ
成
果
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

71
人
に
修
了
証
書
を
授
与

第
40
期
寿
教
室
修
了
式

代表して修了証書を受け取った八幡文雄さん

　

町
商
工
会
女
性
部
（
森
田
美
恵
子
部

長
）
は
３
月
25
日
、
教
育
長
室
を
訪
れ
、

町
内
の
新
入
学
児
童
に
ミ
ニ
ラ
ン
ド
セ

ル
が
付
い
た
鈴
、
新
入
園
児
へ
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
イ
ト
が
光
る
「
ぶ
じ
に
カ
エ
ル
」
の
鈴
、

合
わ
せ
て

100
個
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ

の
活
動
は
、
今
年
で
47
回
目
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合
（
廣
瀬

顕
嗣
理
事
長
）
は
小
学
校
、
中
学
校
の

新
入
学
児
童
・
生
徒
に
「
し
ん
と
く
ん

カ
ー
ド
」
91
枚
（
満
点

400
ポ
イ
ン
ト
の

半
分

200
ポ
イ
ン
ト
付
）
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
こ
の
活
動
は
、
今
年
で
６
回
目
と

な
り
ま
す
。

新
入
学
生
・
園
児
に
プ

レ
ゼ
ン
ト

商
工
会
女
性
部
・
ス
タ
ン
プ
協

同
組
合
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

右から廣瀬理事長、森田部長、斉藤教育長
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研修農場「シントクアユミルク」、「そば調整施設」を新得農協が建設 サテライト型小規模多機能きらりなど３施設・地域密着型特別養護老人ホーム新得やすらぎ荘を開設

　

社
会
福
祉
法
人
新
得
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
赤
木
英
俊
会
長
）
は
、
昨
年
８

月
よ
り
建
設
を
進
め
て
い
た
サ
テ
ラ
イ

ト
型
小
規
模
多
機
能
き
ら
り
、
地
域
密

着
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
き
ら
り
、
高
齢
者

福
祉
住
宅
ひ
な
た
の
新
築
落
成
式
を
３

月
24
日
、
同
施
設
内
で
行
い
、
町
や
工

事
関
係
者
な
ど
約
30
人
が
集
ま
り
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

　

同
法
人
が
既
に
運
営
し
て
い
る
小
規

模
多
機
能
セ
ン
タ
ー
ら
ら
の
南
側
に

併
設
す
る
形
で
建
設
さ
れ
、
総
事
業

費
は
約
２
億
５
０
０
０
万
円
で
、
そ

の
う
ち
国
・
道
・
町
の
補
助
金
が
約

２
億
３
１
０
０
万
円
。

　

同
施
設
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
と
い
っ
た
高
齢
者
が
自
宅
に
住
み

な
が
ら
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
で
き

る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
高
齢
者
福
祉

住
宅
が
１
人
部
屋
が
７
部
屋
、
夫
婦
部

屋
が
１
部
屋
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
部

屋
の
代
金
は
い
ず
れ
の
部
屋
タ
イ
プ
も

家
賃
・
食
事
代
・
共
益
費
込
み
で
1
人

部
屋
は
月
額
７
万
５
５
０
０
円
、
夫
婦

部
屋
は
月
額
14
万
９
０
０
０
円
。（
冬

期
間
の
暖
房
代
な
ど
で
別
途
加
算
あ

り
）

　

同
施
設
は
、
４
月
１
日
よ
り
オ
ー
プ

ン
し
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活
が
で
き
る
２
つ
の
施
設
が
オ
ー
プ
ン�

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
屈
足
地
区
に

　
　
　
　
　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
多
機
能
き
ら
り
な
ど
を
開
設

　
社
会
福
祉
法
人
厚
生
協
会
（
鈴
木
政
輝

理
事
長
）
は
、
昨
年
９
月
よ
り
建
設
を

進
め
て
い
た
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
新
得
や
す
ら
ぎ
荘
が
完
成
し

３
月
27
日
、
施
設
見
学
会
を
行
い
、
多

く
の
見
学
者
が
来
場
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
法
人
が
既
に
運
営
し
て
い
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
新
得
や
す
ら
ぎ
荘
と

聴
覚
障
害
者
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
併
設

す
る
形
で
建
設
さ
れ
、
総
事
業
費
は
約

５
億
６
２
０
０
万
円
で
、
そ
の
う
ち
国
・

道
・
町
の
補
助
金
が
５
億
５
２
０
０
万

円
。

　

同
施
設
は
、
原
則
と
し
て
、
新
得
町

に
住
ん
で
い
る
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
要
介
護
高
齢
者
が
利
用
対
象
で
、
居

室
は
全
20
室
が
個
室
で
床
暖
房
、
介
護

用
電
動
ベ
ッ
ド
が
完
備
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
耳
の
遠
い
方
で
も
わ
か
り
や
す
い

情
報
伝
達
装
置
と
し
て
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ

イ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
畑
訓
子
施
設
長
は
「
既
存
の
施
設

と
の
連
携
も
含
め
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。
慣
れ
親
し
ん
だ
新
得
町
で
最

期
の
時
ま
で
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
老
後
の
心
配
が
な
い
施
設
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

厚
生
協
会
が
新
得
地
区
に

　
　
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
新
得
や
す
ら
ぎ
荘
を
開
設

「高齢者福祉住宅ひなた」の 1 人部屋

見学会で施設内の説明を受ける町民の方々

ひ
と
こ
と
手
話
講
座

　

〜
N
o
.

21
〜

○
助
け
る

左手の親指を立て、
右手で軽く２回た
たく

○
痛
い

５指を折り曲げ、
上に向けて震わ
せる

○
危
な
い

折り曲げた両手
の指で胸をたた
く

　

新
得
町
農
業
協
同
組
合
（
太
田
眞
弘

組
合
長
）
は
、
昨
年
６
月
よ
り
建
設
を

進
め
て
い
た
「
そ
ば
調
整
施
設
」
と
、

昨
年
９
月
よ
り
建
設
を
進
め
て
い
た
研

修
農
場
の
「
株
式
会
社
シ
ン
ト
ク
ア

ユ
ミ
ル
ク
（
太
田
眞
弘
代
表
取
締
役
）」

の
両
施
設
の
落
成
祝
賀
会
を
３
月
26

日
、
新
得
町
農
協
で
行
い
、
町
や
農
業

関
係
者
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
80
人
が

集
ま
り
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

そ
ば
調
整
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
収
穫

さ
れ
た
そ
ば
は
、
西
十
勝
農
業
セ
ン
タ

ー
（
清
水
町
）
内
の
穀
類
の
乾
燥
調
整

貯
留
施
設
を
小
麦
な
ど
と
汎
用
し
て

お
り
、
適
期
に
出
荷
で
き
な
か
っ
た

こ
と
や
そ
ば
ア
レ
ル
ギ
ー
の
問
題
で
専

用
の
施
設
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
建
設
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
新
そ
ば
の
出
荷
が

今
ま
で
と
比
べ
約
１
ヶ
月
、
早
期
出

荷
が
で
き
る
予
定
で
す
。
総
事
業
費

は
２
億
４
０
０
０
万
円
で
、
国
の
強

い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業
な
ど
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ン
ト
ク
ア
ユ
ミ
ル
ク
は
、
新
規

就
農
希
望
者
を
研
修
生
と
し
て
受
け

入
れ
、
人
材
育
成
を
す
る
研
修
農
場

と
し
て
の
役
割
と
、
地
域
全
体
の
生

乳
生
産
量
を
確
保
し
、
生
産
力
を
維

持
す
る
た
め
に
建
設
を
進
め
て
い
ま

し
た
。
施
設
は
、
自
動
で
搾
乳
で
き

る
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
７
台
を
配
置
し
た

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
の
ほ
か
、
哺

新
得
町
農
業
の
発
展
に
向
け
２
施
設
が
完
成

研
修
農
場
「
シ
ン
ト
ク
ア
ユ
ミ
ル
ク
」、「
そ
ば
調
整
施
設
」
を
新
得
農
協
が
建
設

育
舎
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
経
産
牛

500
頭

を
飼
養
し
、
年
間
５
０
０
０
ト
ン
の
生

乳
出
荷
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
総
事
業

費
は
約
17
億
５
０
０
０
万
円
で
、
国
の

畜
産
競
争
力
強
化
対
策
緊
急
整
備
事
業

な
ど
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
搾

乳
牛
の
導
入
資
金
と
し
て
、
町
が
３
億

円
の
資
金
貸
付
を
行
い
ま
す
。

　

太
田
組
合
長
は
「
そ
ば
の
早
期
出
荷
、

さ
ら
な
る
品
質
向
上
が
図
ら
れ
、
新
得

の
そ
ば
の
付
加
価
値
が
高
ま
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
研
修
農
場
で
担
い
手

を
育
成
し
、
人
材
の
確
保
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
新
得
町
農
業
の
発
展
の
た
め

に
努
力
を
重
ね
て
い
く
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

牛舎内に設置された自動搾乳ロボット

そば調整施設

シントクアユミルクの牛舎
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　新得ジュニア吹奏楽団（渡辺モモカ団員代表）の

第 32 回定期演奏会が３月５日、町公民館で行われ、

120 人を超える観客が詰め掛けました。

　演奏会は３部構成で行われ、第１部では「ウエス

トサイドストーリー」をマーチング演奏するなど６

曲を演奏。第２部では、「アフリカン・シンフォニー」

など５曲を演奏し、楽器紹介ではパートごとに曲を

演奏しました。

50 人超での大合奏も

新得ジュニア吹奏楽団第 32 回定期演奏会

　第３部では、新得ジュニア吹奏楽団Ｏ B・ＯＧ、新

得中学校・新得高校吹奏楽部、町内管楽器愛好者が

集まり、50 人を超える人数での大合奏となり、「笑

点のテーマ」や「SEKAI NO OWARI コレクション」な

ど５曲を演奏しました。

　３部の終わりには、会場からアンコールの手拍子

が巻き起こり、アンコール曲「千本桜」で最後を締

めくくりました。演奏が終わると会場は拍手で包ま

れ、名残惜しまれつつ閉幕となりました。

　ポテトサークルが主催する味噌づくり体験が３月

15 日と 20 日に開催され、それぞれ定員いっぱいの

10 人ずつが集まりました。

　ポテトサークルの味噌は米麹から手づくりで、主

材料の大豆は新得産を使用。常連さんは「手作りだ

と他の味噌と香りが違う。いつも美味しくいただい

ている」と話しており、手作り味噌の虜となってい

るようでした。

　参加者は、材料を混ぜる作業から味噌を樽に漬け

込む作業までを体験し、保存方法等のアドバイスも

受け、樽いっぱいの味噌を持って帰りました。

香りが違う！　手作り味噌づくり

ポテトサークルが味噌作り体験を開催

　流スペシャルコンサート 2016 が３月 19 日、屈足

総合会館さわやかホールで行われ、会場は 200 人を

超える観客で満員となりました。

　流さんは新得町の母子センターで生まれ、音更町

育ち。今回はギターの佐藤亙さんとドラムのコジマ

カオルさんを引き連れての帰郷コンサート。NHK「ホ

ットニュース北海道」のエンディングに流れている

『すずなり』など 10 曲以上を演奏し、会話をメイン

としたラジオのコーナーでは新得町でのエピソード

を語り、それに合ったテーマの曲を演奏しました。

　観客は曲に合わせて手拍子を行い、会場が一体と

なった素晴らしいコンサートとなりました。

生まれた町でコンサート

流スペシャルコンサート 2016

　第 14 回新得町８人制職域対抗サッカー大会が３月

20 日、サホロアリーナで行われ、７チームが決勝ト

ーナメント進出をかけて総当たりのリーグ戦に臨み

ました。

　決勝戦は、「SSS」と「Rustic 若僧」の対戦となり、

激しい攻防の末、１対０で「SSS」が初優勝を果たし

ました。

　3 位までのチームは次のとおり。

　優勝：SSS（新得警察署）、準優勝：Rustic 若僧（新

得町農協）、３位：厚生協会グリーンラベル（厚生協

会）、JA 青年部

新得警察署が初優勝！

第 14 回新得町８人制職域対抗サッカー大会

　新得町立レディースファームスクール平成 27 年度

修了式が３月 23 日に行われ、浜田正利町長から修了

生の菊池葉月さん（東京都出身、酪農コース）と坂

本優衣さん（香川県出身、畑作コース）に修了証書

と記念品が手渡されました。今回の第 20 期修了で、

長期修了生は 163 人となりました。

　浜田町長は「この１年間を自分たちの糧にして頑

張ってもらいたい」とあいさつし、受入農家で構成

される協議会の太田義正会長からは修了生１人ずつ

にメッセージが送られました。

　菊池さんは新得に残り、( 農 ) 共働学舎新得農場に

就職。坂本さんは地元の香川県に帰り、畑作関係の

仕事に就く予定となっています。

２人が１年間の農業実習を修了

新得町立レディースファームスクール平成 27 年度修了式

　日本で唯一の絵本パフォーマー岸田典大さんのパ

フォーマンスライブが３月 26 日、町図書館で開催さ

れ、親子連れなど約 40 人が集まりました。

　岸田さんは市販の絵本を、自身で作曲した曲に乗

せ、読み聞かせる「絵本パフォーマー」。リズムに乗

せた軽妙な語り口で、会場はあっという間に絵本の

世界、岸田さんの世界に引き込まれていました。

リズムに乗って♫絵本を読み聞かせ

岸田典大　絵本パフォーマンスライブ

紙芝居にクイズ、楽しいひと時

図書館春のワクワクお楽しみ会

　図書館のワクワクお楽しみ会が４月６日に開かれ、

小学生 25 人が集まりました。

　お楽しみ会では、ペープサート「ぐりとぐら」、大

型紙芝居「たべられたやまんば」、「図書館○×クイズ」

が行われ、子ども達はペープサートと紙芝居に見入

り、クイズでは正解するたびに大はしゃぎ。クイズ

全問正解者にはしんとくレンジャーのシールがプレ

ゼントされ、子ども達は大喜びでした。
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最
近
の
出
来
事
か
ら
、
今
後
ど
う
な
る
の

か
と
思
い
を
巡
ら
し
て
い
る
こ
と
を
二
点
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
点
目
は
、
一
般
家
庭
で
も
電
気
の
契
約

先
を
自
由
に
選
べ
る
電
力
小
売
り
の
「
完
全

自
由
化
」
が
本
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

経
緯
を
み
ま
す
と
、
北
海
道
電
力
を
は
じ
め

と
す
る
全
国
の
電
力
会
社
10
社
が
、
戦
後
60

年
以
上
に
わ
た
っ
て
地
域
に
電
力
を
供
給
し

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
12
年
か
ら
は
大
規
模

工
場
向
け
が
自
由
化
さ
れ
、
そ
の
後
、
対
象

が
徐
々
に
拡
大
し
、
一
般
家
庭
に
も
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。
全
国
で
は
約
160
社
、
道
内
で

も
９
社
の
電
気
を
売
る
会
社
が
立
ち
上
が
り
、

灯
油
代
、
ガ
ス
代
、
電
話
代
な
ど
様
々
な
他

の
商
品
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
電
気

料
金
が
安
く
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
始
ま

っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
本
当
に
安
く
な
っ

て
い
る
の
か
？
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
上

手
く
競
争
が
働
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う

で
す
。
今
は
焦
る
こ
と
な
く
、
制
度
全
体
が

落
ち
着
く
ま
で
様
子
を
見
た
方
が
良
い
の
で

は
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
如
何
で

す
か
？

　

二
点
目
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
列
車
の
減

便
、
駅
の
廃
止
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
鉄
道
事
業
は
100
円
の
収
入
の
た

め
に
154
円
を
か
け
て
い
ま
す
。
結
果
、
年
間

約
400
億
円
の
赤
字
で
、
路
線
別
に
み
て
も
全

路
線
が
赤
字
で
す
。
身
近
な
新
得
駅
と
富
良

野
駅
の
区
間
が
、
100
円
の
収
入
の
た
め
に

１
４
３
０
円
を
か
け
て
い
ま
す
。
最
も
悪
い

の
は
路
線
が
廃
止
さ
れ
る
留
萌
駅
と
増
毛
駅

の
間
が
４
５
５
４
円
と
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
経
営
改
善
の
た
め
に
駅
の
無
人
化
、
廃

止
、
減
便
、
減
車
が
進
め
ら
れ
、
路
線
に
よ

っ
て
は
廃
止
も
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
動
き
を
注
視
し
て
い
く
と
と
も

に
、
身
近
な
路
線
の
存
続
の
た
め
に
も
、
沢

山
の
お
客
さ
ん
が
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先
日
、「
町
長
、
今

年
の
冬
は
雪
が
少
な
か
っ
た
と
思
う
け
ど
、

ど
う
な
の
？
」
と
、
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

３
月
末
で
比
較
し
て
み
ま
し
た
が
、積
雪
（
雪

の
現
在
の
深
さ
）
０
㎝
（
平
年
16
㎝
）、
11
月

以
降
の
降
り
始
め
か
ら
の
降
雪
量
（
雪
の
降

っ
た
量
）
は
327
㎝
（
平
年
577
㎝
）
で
平
年
の

約
60
％
で
し
た
。
昨
年
も
少
な
か
っ
た
で
す

が
、
更
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
雪
解
け

と
と
も
に
、
ゴ
ミ
を
含
め
い
ろ
ん
な
物
が
あ

ち
こ
ち
に
見
え
て
き
ま
し
た
。
道
路
の
破
損

箇
所
修
理
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
、
冬
の
後
始
末

は
４
月
の
大
型
連
休
前
ま
で
に
は
終
わ
ら
せ

る
予
定
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
も
環
境
整
備
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町長室から

こんにちは

新得町長　浜田正利

　

短

　

歌

新

得

短

歌

会

わ
れ
の
名
を
彫
り
て
印
形
く
れ
し
娘
は

　
　

絵
手
紙
で
も
と
気
遣
い
う
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

幸
子

　

垣
間
見
る
日
頃
の
姿
勢
生
き
態
の

　
　

吟
声
に
出
づ
出
場
人
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
関　

白
潮

冬
の
月
な
ぜ
に
秘
か
れ
る
凍
る
夜
は

　
　

受
け
と
め
く
れ
る
人
に
似
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
井
由
利
子

如
月
の
ほ
の
香
に
に
ほ
ひ
か
ほ
り
聴
く

　
　

花
弁
優
し
く
啓
翁
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木　

風
月

来
し
方
の
登
り
下
り
て
峠
あ
り

　

想
ひ
し
た
た
か
ふ
り
返
る
風　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

斉
藤
美
代
子

二
十
余
年
続
き
し
エ
ッ
セ
ー
年
老
い
て

　
　

な
ご
り
偲
ば
せ
十
勝
川
湯
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　

洋
子

ひ
か
り
降
る
慶
事
重
な
る
良
き
季と

き節
に

　
　

孫
は
行
く
ら
し
遠
く
の
ま
ち
へ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

康
雄

脱
穀
の
雛
の
如
く
に
歩
み
出
し

　
　

鳳
と
成
る
日
を
希
う　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

樋
口
か
お
り

　
俳
　
句

新
得
俳
句
同
好
会

新
雪
の
急
ぎ
足
な
り
勤
め
人

片
桐　

波
月

言
い
訳
を
捜
し
あ
ぐ
ね
て
懐
手高

橋　

民
女

春
場
所
や
夫
と
二
人
の
至
福
か
な�

八
木　

育
子

三
月
や
軍

い
く
さ

の
話
子
に
聞
か
す�月

井　

愁
峰

対
談
に
色
を
合
わ
せ
て
春
の
雪

　

大
崎
か
ず
お

風
光
る
峡
谷
多
き
白
糠
路

袴
田
ゆ
き
男

日
高
嶺
の
西
日
眩
し
き
雪
解
道斉

藤　

青
苔

少
年
の
淡
き
口
髭
大
試
験

中
島　

土
方

月

　

明
治
か
ら
大
正
を
経
て
昭
和
の
時
代

に
入
り
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
名
所
、

景
勝
地
は
古
い
時
代
の
感
覚
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
新
し
い
時
代
に
あ
っ
た
景

勝
地
を
選
ぼ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
大
阪
毎
日
新
聞

と
東
京
日
日
新
聞
（
と
も
に
毎
日
新
聞

の
前
身
）
は
昭
和
2
年
4
月
9
日
、「
日

本
新
八
景
」
を
選
ぶ
取
り
組
み
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

海
岸
・
湖
沼
・
山
岳
・
河
川
・
渓
谷
・

瀑ば

く

ふ布
・
温
泉
・
平
原
の
八
つ
の
ジ
ャ
ン

ル
に
分
け
、
官
製
は
が
き
の
投
票
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
得
票
上
位
の
場
所
を

「
候
補
地
」
と
し
、
そ
の
中
か
ら
当
代

一
流
の
画
家
、
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
構

成
し
た
選
定
委
員
会
で
各
ジ
ャ
ン
ル
1

カ
所
を
「
日
本
新
八
景
」
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
し
た
。

　

投
票
は
5
月
20
日
で
締
め
切
ら

れ
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
は
が
き
は

９
３
４
８
万
枚
に
達
し
ま
し
た
。

　

選
定
委
員
会
で
は
十
数
時
間
に
も
及

No. ７

日本八景「狩勝峠」の展望
（昭和５年）

ぶ
議
論
の
末
、
海
岸
に
は
室
戸
岬
、
湖

沼
は
十
和
田
湖
、
山
岳
は
温
泉
岳
（
雲

仙
岳
）、
河
川
は
木
曽
川
、
渓
谷
は
上

高
地
渓
谷
、
瀑
布
は
華
厳
の
滝
、
温
泉

は
別
府
温
泉
、
平
原
に
は
狩
勝
峠
を
決

定
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
「
二
十
五
勝
」

や
「
百
景
」
な
ど
、
数
多
く
の
風
景
地
、

名
所
、
観
光
地
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

平
原
の
部
で
は
大
分
県
の
日
田
盆
地

が
70
万
票
余
り
で
ト
ッ
プ
で
し
た
が
、

選
定
委
員
会
で
の
審
議
の
結
果
、
約

14
万
票
で
5
位
の
狩
勝
峠
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
名
称
は
投
票
募
集
の
と
き
は「
日

本
新
八
景
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

決
定
の
と
き
は
「
新
」
が
取
れ
て
「
日

本
八
景
」
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

十
勝
で
の
運
動
は
帯
広
商
工
会
が
中

心
と
な
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
坂

井
辰
吉
副
会
頭
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
日
本
新
八
景
」
の
選
定
は
、

近
代
の
日
本
に
お
け
る
観
光
の
始
ま
り

と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「日本八景狩勝峠」

　

９
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
の
７
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
「
日
本
そ
ば
博

覧
会
in
十
勝
新
得
町
」。

　

そ
ば
博
開
催
に
先
立
ち
、
と
て
も
嬉

し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。
３
月
23
日
に
行
わ
れ
た
日
本
蕎
麦

協
会
の
平
成
27
年
度
全
国
そ
ば
優
良
生

産
者
表
彰
で
、
新
得
物
産
サ
ホ
ロ
農
園

（
清
水
輝
男
社
長
）
が
最
高
賞
の
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
同

表
彰
は
、
消
費
者
へ
良
質
な
そ
ば
を
安

定
的
に
提
供
す
る
た
め
、
低
コ
ス
ト
・

品
質
向
上
な
ど
の
面
で
模
範
と
な
る
生

産
農
家
や
生
産
集
団
を
表
彰
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回
で
27
回
目
。
本
町
で
は

平
成
元
年
度
に
屈
足
の
羽
場
由
明
さ

ん
、
平
成
11
年
度
に
新
得
町
畑
作
振
興

会
豆
類
・
そ
ば
部
会
、
平
成
17
年
度
に

屈
足
の
村
田
博
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
て
、
今
回
で
４
度

目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
清
水
社
長
は
「
受
賞
で

き
て
感
無
量
。
こ
れ
ほ
ど
の
素
晴
ら
し

い
賞
を
も
ら
っ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か

か
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
技
術
を

取
り
入
れ
て
い
き
、
品
質
、
収
量
と
も

に
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
受
賞

が
町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
れ
ば
」
と

喜
び
な
が
ら
も
、
更
な
る
上
を
目
指
す

意
気
込
み
も
語
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
J
A
新
得
町
の
太
田
眞
弘
組
合
長

は
「
日
本
全
国
の
多
く
の
生
産
者
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
の
は
、
土
づ
く
り
や
畑

の
基
盤
整
備
な
ど
を
し
っ
か
り
や
っ
て

い
た
か
ら
。
そ
ば
の
乾
燥
施
設
が
完
成

し
、
生
産
量
を
増
や
し
た
い
と
こ
ろ
で

の
今
回
の
受
賞
は
、
弾
み
が
つ
く
の
で

は
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

名
実
と
も
に
日
本
一
の
そ
ば
処
を
目

指
す
新
得
町
。
今
回
の
受
賞
を
弾
み
に

し
て
、
日
本
そ
ば
博
覧
会
を
町
民
み
な

さ
ん
の
手
で
成
功
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

開催まで

あと５ヶ月

新得物産の清水社長（左）と JA
新得町の太田組合長

新
得
物
産
サ
ホ
ロ
農
園

が
農
林
水
産
大
臣
賞
受

賞
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家族が生前お世話になったお礼に
○吉田友彦（２３区）
　小規模多機能センターららに２０万円

指定寄付
○㈲新得運輸（秋山英二代表取締役）

   サテライト型小規模多機能きらりに１万円

○新得町商工会青年部
　ビアパーティーの益金の一部２万円を社会　
福祉協議会へ

○小寺
　街並みの美化、景観形成などに２万円

◯新得町農業協同組合 ( 太田眞弘代表理事組合長 )

　人材育成のための事業に１，０００万円

 

❀カード切り替え感謝セール

❀	
 

新得町スタンプ協同組合（商工会内）電話   64-5324  

農林水産大臣賞 受賞
平成27年度全国そば優良生産表彰 

皆様のご支援により農林水産大臣賞を受賞することができまし
た。これからもご期待にお応えできるよう努力してまいりますの
で、今後とも、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。	


新得物産グループ一同 

■
一
般
書

・
図
書
館
「
超
」
活
用
術
（
奥
野
宜
之
）

・
い
い
か
げ
ん
に
、
生
き
る

　
　
　
　
　           

（
心
屋
仁
之
助
）

・
手
話
を
生
き
る         

（
斉
藤
道
雄
）

・
カ
メ
ム
シ                

（
野
澤
雅
美
）

・
毎
日
す
る
こ
と
。
と
き
ど
き
す
る

こ
と
。                   

（
有
元
葉
子
）

・
北
海
道
新
幹
線
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・

ブ
ッ
ク

・
北
海
道
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
ガ
イ
ド

２
０
１
６

・
植
物
た
ち            

（
朝
倉
か
す
み
）

・
神
様
に
一
番
近
い
動
物（
水
野
敬
也
）

・
ア
ン
と
青
春            

（
坂
木
　
司
）

・
教
場
２                   

（
長
岡
弘
樹
）

・
バ
ベ
ル
九
朔            

（
万
城
目
学
）

・
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
ワ
ー
ル
ド

                               

（
村
山
由
佳
）

・
子
の
無
い
人
生         

（
酒
井
順
子
）

・
老
境
の
美
徳            

（
曽
野
綾
子
）

 

■
児
童
書

・
遊
園
地
の
妖
怪
一
家  

（
富
安
陽
子
）

・
天
国
に
と
ど
け
！
ホ
ー
ム
ラ
ン

                               

（
漆
原
智
良
）

・
み
ど
く
ん
と
あ
か
く
ん（
サ
ト
シ
ン
）

・
た
こ
や
き
の
た
こ
さ
ぶ
ろ
う

                            

（
長
谷
川
義
史
）

・
な
で
な
で
も
も
ん
ち
ゃ
ん

                     

（
と
よ
た
か
ず
ひ
こ
）

「
襷
を
、
君
に
。」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
蓮
見
　
恭
子

　

全
国
中
学
校
駅
伝
大
会
―
中
学
3
年
生

の
庄
野
瑞
希
は
大
会
記
録
を
更
新
す
る
走

り
で
チ
ー
ム
を
逆
転
優
勝
に
導
く
。
し
か

し
、
周
囲
の
期
待
に
押
し
潰
さ
れ
、
走
る

意
味
を
見
失
っ
た
瑞
希
は
、
陸
上
を
や
め

る
つ
も
り
で
い
た
。

　

一
方
、
福
岡
・
門
司
港
で
、
倉
本
歩
は

テ
レ
ビ
の
中
の
瑞
希
の
美
し
く
力
強
い
走

り
に
魅
せ
ら
れ
る
。「
あ
の
子
の
よ
う
に
走

り
た
い
」
そ
の
一
心
で
新
進
気
鋭
の
港
ケ

丘
高
校
陸
上
部
に
入
部
す
る
が
、
部
員
は

歩
よ
り
は
る
か
に
速
い
選
手
ば
か
り
で
―
。

　

二
人
の
奇
跡
的
な
出
会
い
が
、
新
た
な

風
を
紡
ぎ
だ
す
!

　

ス
ポ
ー
ツ
小
説
を
多
く
手
掛
け
て
き
た

著
者
が
少
女
た
ち
の
葛
藤
と
成
長
を
描
く
、

胸
を
熱
く
さ
せ
る
青
春
小
説
!

おくやみ

渡辺　善造

髙橋　良子
佐藤　定子

笠島　　學

蜂谷　花代

幅崎　郁子

齊藤　正直

福田　博司

五十嵐澄子

(79 )

( 89 )

( 86 )

( 87 )

( 88 )

( 63 )

( 81 )

( 85 )

( 88 )

2/29

3/  2

3/  3

3/  3

3/  6

3/  6

3/13

3/14

3/16

新 進 会

第 １ 新 進 会

新 進 会

新 友 会

神 社 町

緑 会

親 和 会

更 生 の ２ 会

西 和 会

結　　婚

今井　啓右

鳥本　純平

♡

♡

丹羽　智美

秋元　恵美

栄 町

新 生 区

国
鉄
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
し
た
ん

だ
よ
ね
。
そ
の
頃
は
新
得
の
国
鉄
で
働

い
て
い
た
人
も
多
く
、
１
０
０
０
人
く

ら
い
は
い
た
よ
ね
」
と
話
す
。

　

当
時
の
思
い
出
は
？
と
尋
ね
る
と
「
あ

の
頃
は
汽
車
賃
タ
ダ
で
乗
れ
た
か
ら
、

職
場
の
同
僚
た
ち
と
機
関
士
の
作
業
服

の
ま
ま
、
帯
広
ま
で
遊
び
に
行
っ
て
た

り
し
て
い
た
ね
。
そ
し
て
、
新
得
に
夜

の
11
時
く
ら
い
に
着
く
最
終
列
車
で
帰

っ
て
く
る
ん
だ
よ
。
新
得
に
も
た
く
さ

ん
の
飲
み
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
け
ど
、
た

ま
に
は
都
会
で
遊
び
た
く
て
ね
」
と
笑

い
な
が
ら
話
す
。

　

24
歳
で
S
L
を
運
転
す
る
こ
と
が
で

き
る
機
関
士
に
な
っ
た
。「
機
関
士
に
な

っ
た
時
、
全
国
で
一
番
若
い
機
関
士
だ

っ
た
ん
だ
よ
。
一
番
若
い
っ
て
こ
と
で
、

い
い
気
に
な
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
３

ヶ
月
ぐ
ら
い
で
稚
内
の
方
で
、
も
っ
と

若
い
人
が
機
関
士
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
さ
。

抜
か
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
訳
さ
」
と
大
笑
い

し
な
が
ら
話
す
八
幡
さ
ん
の
右
手
の
小

指
は
、
長
年
、
S
L
列
車
の
運
転
レ
バ

ー
に
掛
け
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
や
や

内
側
に
曲
が
っ
て
い
た
。「
職
業
病
だ
ね
」

と
話
す
姿
に
誇
ら
し
さ
を
感
じ
た
。
指

導
員
な
ど
の
役
職
を
経
た
の
ち
、
国
鉄

「
病

気
し
て
体
を
悪
く
し
て
か
ら
、

一
生
懸
命
リ
ハ
ビ
リ
し
て
、
好

き
な
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
他
の
人
の
３
倍
は
リ
ハ
ビ
リ

や
っ
た
か
な
ぁ
。
今
は
、
毎
日
の
よ
う

に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
行
け
る
よ
う
に
な

っ
た
ん
だ
よ
ね
」
と
笑
い
な
が
ら
話
す

の
は
、
町
民
大
学
寿
教
室
や
老
人
ク
ラ
ブ
、

高
齢
者
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
な
か
よ

し
ア
ハ
ハ
の
会
な
ど
に
参
加
し
、
忙
し
い

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
八
幡
文
雄
さ
ん
。

　

八
幡
さ
ん
は
、
南
新
得
で
畑
作
農
業

を
営
む
家
庭
に
生
ま
れ
、
３
人
き
ょ
う

だ
い
の
長
男
と
し
て
育
っ
た
。
母
親
が

亡
く
な
っ
て
か
ら
は
離
農
し
、
父
親
が

国
鉄
の
機
関
区
で
働
く
と
と
も
に
、
父

親
の
妹
が
住
ん
で
い
た
本
通
北
３
丁
目

付
近
に
引
っ
越
し
た
。「
当
時
の
そ
の
辺

り
は
、
商
店
が
多
く
て
ね
。
隣
近
所
に

子
供
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
た
し
。
み
ん

な
と
遊
び
ま
わ
っ
て
い
た
な
ぁ
」
と
懐

か
し
そ
う
に
話
す
。

　

清
水
高
校
を
卒
業
後
、
昭
和
29
年
に

国
鉄
に
就
職
し
た
。「
国
鉄
の
就
職
試
験

を
受
け
た
時
に
試
験
官
が
、『
う
ち
で
採

っ
て
や
る
か
ら
、
よ
そ
の
会
社
を
受
け

る
な
』
っ
て
言
わ
れ
て
ね
。
実
は
他
の

と
こ
ろ
の
試
験
も
受
け
て
た
ん
だ
け
ど
、

か
ら
J
R
北
海
道
に
な
っ
た
年
に
、
帯

広
運
転
区
新
得
派
出
所
の
助
役
と
し
て

働
き
、
退
職
し
た
。

　

25
歳
の
時
に
、
新
得
で
食
品
店
を
営

ん
で
い
た
美
智
子
さ
ん
の
姉
か
ら
、
釧

路
で
働
い
て
い
た
美
智
子
さ
ん
を
紹
介

さ
れ
結
婚
し
、
一
男
一
女
に
恵
ま
れ
た
。

「
体
悪
く
し
て
倒
れ
る
前
ま
で
は
、
旅
行

す
る
の
が
好
き
で
、
妻
と
国
内
を
あ
ち

こ
ち
と
周
っ
た
よ
。
で
も
、
今
は
二
人

し
て
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
に
出
か
け
る
ぐ

ら
い
か
な
」
と
話
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
す
る
八
幡
さ
ん

は
、
新
得
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

な
ど
を
務
め
た
ほ
か
、
現
在
も
国
鉄
新

得
機
関
区
O
B
ら
が
集
ま
る
新
得
機
友

会
会
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
て
い
る
。

機
友
会
で
は
、
新
得
山
ス
キ
ー
場
前
に

静
態
保
存
し
て
あ
る
S
L
の
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
る
。「
機
関
区
に
入
り
た
て

の
頃
は
、
毎
日
、
S
L
を
磨
く
仕
事
を

し
て
い
た
か
ら
ね
。
手
慣
れ
た
も
ん
だ

よ
」
と
笑
い
な
が
ら
話
す
。

　

「
今
年
の
目
標
は
、
国
鉄
C
57
形
蒸
気

機
関
車
の
鉄
道
模
型
を
手
の
リ
ハ
ビ
リ

が
て
ら
作
っ
て
る
ん
だ
よ
ね
。
毎
週
１

回
パ
ー
ツ
が
送
ら
れ
て
く
る
ん
だ
け
ど
、

そ
れ
が
全

100
回
続
く
。
今
週
で
62
回
目

だ
か
ら
今
年
中
に
は
で
き
る
予
定
な
の

で
、
完
成
さ
せ
て
、
な
か
よ
し
に
通
う

子
供
達
に
、
昔
の
新
得
の
線
路
に
も
、

こ
う
い
う
S
L
車
両
が
走
っ
て
い
た
こ

と
を
教
え
て
あ
げ
た
い
。
あ
と
は
球
根

ベ
コ
ニ
ア
を
綺
麗
に
咲
か
せ
る
こ
と
か

な
」
と
話
す
八
幡
さ
ん
の
目
は
、
す
ご

く
生
き
生
き
し
て
い
た
。

鉄
道
模
型
が
完
成
し
た
ら

「
な
か
よ
し
」
に
通
う

子
供
た
ち
に
も

見
せ
て
あ
げ
た
い

八
や は た

幡　文
ふ み お

雄さん

　（80 歳）

西栄会

No.410

町民大学寿教室でカラ

オケを披露する八幡さ

ん
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月 木

月

火

水

日

月

土日

水

木

金

土

日

火

水

金

土

日

月

火

水

木

金

火

木

金

土

日

  介護・ものわすれ相談（なごみ）9:00
  ３歳児健診（なごみ）
  屈足わすれん塾（らら）9:00

  おはなし会（なかよし）15:15
  移動図書館車かりかち号運行

月

 

 

火

 

  新得わすれん塾（なごみ）9:00
  健康相談・栄養相談（なごみ）10:00
  第15回新得町ﾌﾛｱｶｰﾘﾝｸﾞ交歓大会
 （屈足南小学校体育館）19:00

 

   2016狩勝トレイルランニング

 

 

５５

 

 

 

 

 

  新得わすれん塾（なごみ）9:00
  健康相談・栄養相談（なごみ）10:00

 

 

 

 

  育児の日
  健康相談（屈足）10:00

  屈足わすれん塾（らら）9:00

 【憲法記念日】

 
 

  おはなし会（なかよし）15:15
  移動図書館車かりかち号運行

  土曜おはなし会（図書館）14:30
 

 
 
 

 

 

 

  土曜おはなし会（図書館）14:00

  住民参加型ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ「ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃﾞｰ」
  新得わすれん塾（なごみ）9:00
  健康相談・栄養相談（なごみ）10:00
 屈足消防団消防演習（屈足公園ほか）14:00

 【みどりの日】 

  第15回新得町ﾌﾛｱｶｰﾘﾝｸﾞ交歓大会
  （屈足南小学校体育館）19:00

  健康相談（屈足）10:00
  寿教室（公民館）
  移動図書館車かりかち号運行

　  新得消防団消防演習
  （消防庁舎前駐車場ほか）13:00

 

  河川清掃 17:30  

  乳幼児健診（なごみ）
  屈足わすれん塾（らら）9:00

 

  献血

  屈足わすれん塾（らら）9:00

 【こどもの日】

  健康相談（屈足）10:00
  寿教室（公民館）10:00
  移動図書館車かりかち号運行

◆平成 28 年 3 月末の人口（　）は前月比：6,243 人（-87）　男：3,057 人（-59）　女：3,186 人（-28）　世帯数：3,341（-40）◆

　  ※外国人を含めた数で掲載

昨年のチャレンジデー（ノルディックウォーキング）の一コマ

2016（平成28年）
Since1950
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５月の納期限は

25日まで

固定資産税第１期・軽自動車税・
上下水道使用料（４月・５月分）

前
まえじま

島　禾
のぎ

くん

平成 27 年９月８日生まれ

パパ　拓也　ママ　野原　
北新得

髙
たかしま

島　京
け い じ

慈くん

平成 27 年９月 17 日生まれ

パパ　洋邦 ママ　華維　
西栄会


